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シュター1.ラーの詩集「出発」の内的構造について
上村 弘雄
は じめに
最初に，従来のシュタードラー研究の概要について，簡単に触れてゑたい。戦後，
表現主義の再評価の動きが高まるにつれて，従来とかくないがしろにされていたこの
方面の研究も俄に脚光を浴び， それに伴い， 散逸していた資料の蒐集をはじめ，全
集やアントロギーの刊行，雑誌の翻刻に至る一連の努力が相次いでなされてきたこと
は， この時代の文学が種々の問題を孕んでいるだけに喜ばしいことに思う。 シュタ
ードラーのささやかな作品集もこう云う時代の要請に応えた一つの現れで,K.L・シ
1）
ユナイダーの編集により， 1954年に出版された。他方シュタードラーに関する研究も，
数は極めて少いが， めぼしいものは特に戦後， しかもこの前後に集中して出ている
ことは， これまたこのような時代の波に乗った動きと云えよう。
シュタードラーに関する研究は， この詩人が生前に遺した詩集が僅かに二冊， しか
もこの詩人にとって決定的に重要な意味をもつのが，そのうちの第二詩集『出発』で
あることから，主としてこの『出発』をめぐってなされてきたことは云うまでもない。
そして従来の研究はとかくシュタードラーの一連の詩を，表現主義の綱領的作品と承
る立場が支配的であったが，戦後，表現主義の研究が進展し，同時にあの時代を客観
的に展望できる適度の時間のゆとりを得るようになってから，次第にそう云う見方は
消え，言葉や表現様式の研究を基礎に，一方ではより大きな歴史の流れの中で，そし
て他方ではこの詩人のより個別的特性に於いて論じられるようになってきた。
この意味で戦後最初に現れたシュタードラーの研究が言葉からの研究であったこと
2）
は意義深い。その一つは,A.シロカウァーの｢エルンスト．シュタードラーについて」
で，他の一つは,K.L.シュナイダーの「ハイム，トラークル，シュタードラーの詩に
3）
於ける比職的表現｣である。シロカウァーはシュタードラーの詩に於いて,特に形容詞，
冠詞，動詞の用法に注意し，シュタードラーの詩の付加語形容詞の働きが，従来の名
詞への従属性を脱して,名詞と対等に結ばれていること,また，冠詞は本来の規定性を
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失って， しばしば名詞から脱落していることなどから，云わゆる伝統的なシンタック
スの秩序の変化を指摘し， また「シュタードラーを決定的に印象主義の情調的形象か
4）
ら分つものは，方向規定の前綴を好んで用いることだ」として，その動的な表現に注
目している。他方シュナイダーは前掲の書で， シュタードラーの比嶮の用法に関して，
シロカウァー同様，対象を「動的にする」比嚥の働きに注目しながら， また印象主義
に対立する特色として，印象主義の比職の用い方が,物に直接関係したding-bezogne
Metapherであるのに対し，シュタードラーのそれは－ハイム，トラークルも含め
て－詩人のichに関係したich-bezogeneMetapher即ち詩人の内面的感情の書
き換えであるとして，表現主義の様式の一特徴をあげている。以上のような言葉の研
究と対応して，シュタードラーの詩を内面的に，時代史的に捉えようとする試承もな
されてきた。先ずシュタードラーの作品集の編集者KL.シュナイダーは，シュタード
ラーの詩的発展と内面的変貌の跡を克明に辿り， この詩人にとって重要なのは，初期
の詩に対する対立感情と新しい生への転向で， しかもそれが，歴史的には｢新ロマン
5）
主義や印象主義から表現主義への移行そのもの」を体験しているとして， この詩人の
過渡的意義を強調している。H.ウーリッヒも大体この意見に賛成し，それを唯美主義
6）
から表現主義へと云う言葉で置き換えている。しかしこう云う見方とはやや異って，
W・グレンツマンのようにシュタードラーの詩にみられる精神性， 宗教性を重視して
(これはまたグレンツマンに特有の文学観であるが)，シュタードラーを「初期表現主
7）
義の最も重要な宗教的詩人の一人」とゑる見方や， またR.ムシルのエッセイ論を援用
したC.ヘーゼルハウスのように，シュタードラーの方法を｢エッセイ風のテクニック」
と評し，その背後の人生態度とも結びつけて， この詩人を表現主義の前段階としての
8）
｢市民的表現主義」の詩人とゑる見方， さらにはF.マルティーニのように，シュター
ドラーの詩形式に於ける表現主義の特性を認めつつ，その生活感情の面から，シュタ
ードラーには「新しいヨーロッパの理想主義に目を向け，当時の若い世代を代表する
9）
独自の精神的人間性が表現されている」と承る見方などもある。
これらの評価のいずれが正しいかについては， ここでは論じられない。ただこれら
の解釈の相違が， いずれもシュタードラーの詩そのものの解釈と， その表現主義的
要素の捉え方， の相違から発していることは容易に想像できよう。 とすれば問題は
表現主義そのものの原理と密接に関連してくる。しかし表現主義とは何かの問題は，
「表現主義10年の杼情詩」の編集に携った時の，ベンのあの歎息を思い起すまでもな
10）
く，今日，表現主義の研究が進展するにつれて，いよいよその概念の瞬昧さと混乱が
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11）
露呈されてきている時だけに， ここではこの問題にこれ以上触れることは一と先ず避
けることにしたい。
従ってこの小論では，表現主義とシュタードラーの関係から一歩離れて， この詩人
の最も重要な詩集『出発」についてのみ言及し， しかも従来とは全く異った観点から，
主としてこの詩集の構造と中心詩想についていささか私見を述べてみたいと思う。
☆
シュタードラーの第二詩集『出発』 (DerAufbruch)は,1914年にライプチッヒの
ヴァイセ・ビューヒャー書店から上梓された。この詩集は総数57の詩篇を収め， 「遁
走」 (DieFlucht),「宿駅」(Stationen),「鏡」(DieSpiegel),「休息」(DieRast)
の四つの副題をもつ各詩群から成り立っている。収録された詩の大半は，シュタード
ラーに特有の長行詩(Langzeilenod.Langverse)の形式をとっているが，外見か
ら受ける印象とは異り，かなりリズミカルで， また脚韻も踏承，韻を踏まない詩は57
12）
篇のうち僅かに5篇にすぎないとされている。
さてこの詩集の四つの副題と各詩群の間にはどのような意味のつながりがあるのか，
或いはまたないのか， これを先ずみていきたい。
「遁走｣のグループには，主として唯美主義からの離反，過去の非本質的生活からの
脱却，新しい世界への出発，を告げる詩が収められ，全体として副題と詩群の結びつ
きはここでは妥当性をもっている。第二グループの「宿駅」には，主として愛の詩，
愛の思い出，歎きを歌ったものが収められているが， これらの詩と「宿駅」がどのよ
うに結ばれるかについては議論が分れている。たとえばK､L.シュナイダーは第三部の
「鏡」も含めて「多くの解釈の余地が生ずるほど，副題と詩群の間の意味の連関は緩
13）
い」として，結局A.ケースの「駅が次々に旅人として変っていく…」の説明を最も妥
当なものとし， またシュタードラーの詩に於ける運動性を重視するシロカウァーは，
各副題にも運動の意味を認め， 「宿駅」は「その滞在がごく短期間で，新しい出発へ
14）
の呼吸の整調」を意味すると云った具合である。第三のグループの「鏡」も「宿駅」
同様に，統一的な解釈を阻むほど詩群と副題の意味の結びつきは緩いとされている。
確かにここには，現実世界の諸相が，云わば鏡に映った像として捉えられている詩が
あるが， また「出発の比嶮」や， 「生の転換」を示す詩も含まれている。シュナイダ
ーは先掲のケースの言葉を再び借用して「…･･･あらゆる鏡を通して奥底まで象ること
15）
･…．．」を副題の意味として容認しているが，シロカウァーはこの詩群の「連続した
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Bildは，対象や肖像として，ある距離をおいて置かれているのではない。これらの
Bildは,雰囲気によって,心によって充足されねばならぬ一つの空間である｣。従って
16）
｢その空間の諸対象は像(Bild)ではなく鏡像である……」として ,,Spiegelbild0$
を強調し，副題との意味のつながりをみようとしている。最後の「休息」にはシュタ
ードラーの故郷エルザスを素材にした詩が多数を占め， しかも文字通り故郷はシュタ
ードラーに心の休息を与えているのであるが， この副題に関してもシロカウァーは，
一応休息と休止を認めながら，それが「一時的な休らぎであること，約束の地への到
17）
来ではなく｣，再び最初の出発へ戻っていくための休息であることを強調している。
以上のように，各副題とその詩群の間には必らずしも常に緊密な意味の連関は認め
られてはいず， また各詩群相互の結びつきにも統一した解釈が殆どなされていないの
が現状である。これはとりもなおさず， この詩集の多様性と構成上の不統一を意味す
るものであるが， またそれだからこそこの詩集に， 「詩で書いた日記，珍しい人間的，
18）
芸術的豊かな内容の一片の生活信条｣， またその手法を「エッセイ風の詩」とする解釈
をもたらす結果にもなる。
この小論は以上のような多様な内容をもつこの詩集に，先ず構成上の統一を与えよ
うとする所から出発する。シロカウァーも認めたように，各副題は決して慾意的に付
与されたものではなく，また偶然的な配列によるものでもない。それにこの詩集の構
成上の不統一と云う指摘にも拘わらず，シュタードラーには構成的な一面があること
も見逃せない。このような観点から今一度各副題と各詩群を展望して承ると， この詩
集には全体を統一する像としてく旅人＞の姿が象徴的に浮かび上ってくるのである。
それは,過去の世界から訣別して,新しい世界に向けて出発し(遁走)，迷いと自省を繰
り返しながら愛の体験を次々に重ね(宿駅)，また自分自身や現実世界の諸相に相対し
(鏡)，最後に故郷に休らぎの場を見出す(休息)一人の旅人の形姿である。つまりこの
『出発』の詩人は， 自らの文学的再出発を，新生の意気で世界に旅立つ旅人のそれに置
き換え，旅人の像に託して， 自身の内面的変貌，生活感情，愛の体験，生の見取図な
どを，多面的に形象化しようとした， と考えられるのである。詩人＝旅人の表象結合
19）
は， この詩集に，船，航海，海，旅に関する表現，形象が多いこと，或いはまた旅そ
20）
のものをテーマにした詩があることからも立証される。また激しい動的な表現とそれ
と正反対な内省的，静的な表現が，微妙に交錯して詩集を貫いていること， これはと
りもなおさず，旅人の心の，一方に於ける遠心性，他方に於ける求心性と云う心の波
動を示すものにほかならない。詩人＝旅人の内面的結びつきは， さらにシュタードラ
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の出生，経歴からも推定できる。エルザスのコルマルに生まれたシュタードラーは，
長じてロンドンに留学し,ブリュッセルの自由大学でフランス語で講義を担当し,さら
にはカナダのトロントからの招聴にも応じて出立を決意するなど，不幸にしてそれは
大戦勃発のために実現しなかったが，真に国際人として，望む時，望む場所へ常に足
を運んで， 自己の世界を拡げようと努めた。勿論このような遍歴はシュタードラーの
承に限らないだろう。しかしこの詩人にとって顕著なことは， どこに旅立っても常に
故郷エルザスを思い，機会ある毎にこの美しい故郷へ帰っていることである。シュタ
ードラーはその意味で，生来heimatlosになり得ない詩人であったと云えよう。こ
れはハイムやトラークルとは大きな相違で， またシュタードラーの作品に，前記二詩
人には到底承られぬ生の喜び，生の讃美を添える源泉にもなっている。
こうしてこの詩集にはく旅人＞の形姿が各詩群を統一するBildとして浮びあがっ
てくるのである。そして詩人＝旅人の結びつきは一つの内的構造として詩集全体に象
徴的な意味を付与する。換言すれば，詩人と旅人の像は恰も陰画と陽画のように密接
な関係を示しつつ，詩集全体の重要な骨組をなしていると云えるのである。以下， こ
の線に従って，各項でそれを具体的にゑていきたい。
走遁
第一部の「遁走」で， この詩人は精神的に出発の準備を整える。それは，嘗て少年
時代に憶えた美，予感，憧れにみちた言葉が， 日常の世界や地上の生活から遊離した
ものであったことを知ると云う，あの「言葉」 (Worte)の詩の詩的告白から始まる。
勿論この告白の響きは決して強くはない。告白の主体をichとせずにwirとした所
にもその弱さがあるが，最終の詩句で，少年時代の「言葉の消えゆく音楽に，秘かに，
21）
憧れの心を抱いて涙を流したことも幾夜かあった」として，失われた言葉に対するそ
こはかとなき歎きを表わした所にも，その弱さが感じとられる。しかしその歎きも，
嘗てあったこと ,,esgeschahG@と表現することにより，この詩の重心は依然として過
去の世界からの離脱の方に置かれていると云えよう。ここに見られるような過去と現
在の対比は，様々に形を変えて， 「遁走｣の重要なモチーフを形成している。それはあ
る時には自戒， 自省の表現をとり，ある時は心の迷いの表現を， またある時は浄化と
蘇生を強く示し，新生への決意の表現にもなる。表現そのものも倫理性が強くにじゑ
でているものもあれば，宗教的な響きが特に際立っているものもあるなど，様々な色
合いをみせている。たとえば「筬言」 (DerSpruch)の詩では｢人間よ，本質的にな
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22）
れ」と云う，あの余りにも有名になった言葉で，過去の非本質的な生活に対する自戒
23）
が打ち出され， 「変容」 (Metamorphosen)では，愛の問題を通して，過去の愛の虚
妄と空しさが反省され， 「惑い」 (BetOrung)では，ともすれば夢と憧れに引きずら
れ勝ちの心の迷いを， 「自分の血を担保にして夢を求める弱者には，決して成就はな
24）
いであろう」の表現により，強く自戒を響かせている。このようにこれ迄の人生とそ
の生き方に対する自省， 自戒は，第一部「遁走」の随所で繰り返され，表現の面でも，
呼びかけ，命令，疑問の形式を多く用いることによって，そのことを示している。
しかし新たな人生への出発，そして現実世界への遍歴を主題にするこの詩集では，
当然のことながら，いつ迄も迷いと自省の繰り返しばかりではない。新しい人生の方
向がどこにあり，遍歴の具体的内容がどのようなものであらねばならぬかも提示され
る。 「終り」 (Ende)の詩はそれを主題にした詩の一つで，雲上の世界，夢の世界へ
の逃避を強く戒めるかたわら，それに代るものとして現存在への指向を次のように強
調している。
KeineAusflUgemehrinsWolkige,nurimNachstennochsichfinden,
einfachwieeinKind,dasweintundlacht,
AusseinenTraumenfliehen,Helleaufsichrichten,jedemKlein tens
verweben,
AufgefrischtwievomBad,insLebeneingeblUht,dunkeldemgroBen
25）
Daseinhingegeben.
ここで云われている雲上の世界,夢の世界が,第一詩集『序曲j6b,あの現実から隔
絶した唯美的世界を暗示していることは云うまでもないが，云わぱそのような形而上
的な世界から身近かな世界に自己を置き， 日常の取るにも足りぬ世界に入りこぶ， こ
の測り知れぬ大きな現存在にやゑくもに身を委ねることが， ここでは過去からの離別
の具体的な答として大きな意味をもつのである。また最後の行で「沐浴の後のように
清々しい気持ちで」と表現された言葉は，過去の清算と蘇生と云うモチーフで， 「浄
化」 (Reinigung)の詩で再び繰り返されるが，ここにも新しい人生に向って足を踏
象出そうとする旅人の心の鼓動をわれわれは聞ぐことができる。
L6schealledeineTag'undNachteaus!
RaumeallefremdenBilderfortausdeinemHaus!・…･･･…・・
Lausche:deinBlutwillklingendindirauferstehn!
27）
Fiihlstdu:schonschwemmtdiestarkeFlutdichneuundrein
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何と云う強い孵きであろうか。過去の日々の否定と，不純な非本質的な生活からの浄
化は，そのまま蘇生と云う形で，新生活への前奏曲を奏でている。だから詩人の魂は，
新鮮な気持ちで「神の朝の声を抱きしめ」， それにより， 息もできぬほどの陶酔にひ
28) 
たることができるのである。この浄化のモチーフは「蘇生」 (Resurreetio)の詩で，
さらに創世紀の大洪水を思わせる雄大な形象によって，象徴的に表現される。ここに
も過去と現在の対比は，強い響きを伴って詩篇を貫いている。
この方向を一つの定式にして最も強く打ち出したのが，シュクードラーの詩の中で
も特に膜々引用される「形式ほ歎楽だ」 (Formist Wollust)の詩である。
Form ist Wollust, Friede, himmlisches Geniigen, 
Doch mich reiBt es, Ackerschollen umzupfliigen. 
Form will mich verschniiren und verengen, 
Doch ich will mein Sein in alle W eiten drangen -
Form ist klare Harte ohn'Erbarmen, 
Doch mich treibt es zu den Dumpfen, zu den Armen. 
Und in grenzenlosem Michverschenken 
29) 
Will mich Leben mit Erfiillung tranken. 
・三度繰り返される形式の定義は，三度繰り返される doch以下の詩句で強く打ち消さ
れるが，ここに述ぺられた形式とは，ここでも『序曲』の時代にシュクードラーを魅
きつけた，あの唯美主義の形式を指すものと思われる。だからシュクードラーは「畑
の土を鋤き返すこと」によって，美の世界から地上の世界への復帰を表明し， 「私の
存在を遍く世界の隅々にまで駆り立てる」によって，現実世界への出発を高らかに告
げ， 「私は抑圧された人々，貧しい人々のもとへと駆り立てられる」によって，現実
世界で指向すべき一方向を，あらためて明示しようとするのである。こうして人間性
を欠き，現実から乖離した形式主義の芸術はここに斥けられ，それを遵奉し，迷妄に充
ちた自身の過去は再び批判の対象とされるのである。かくして出発への意志は内面的
に愈々高まり，存在のあらゆる相を直視しようとする，遍歴への準備はここに一つの
頂点に達する。 「遁走」の最後に置かれた， 詩集の標題と同名の詩「出発」 (Der 
Aufbruch)は，以上の内的過程を，今一度あらためて形象化したものに外ならない。
とくに戦場への出発と云う，出発の中では最も強い響きをもつ形象を用いてそれを表
わしたことが注目されよう。
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Der Aufbruch 
Einmal schon haben Fanfaren mein ungeduldiges Herz blutig gerissen, 
DaB es, aufsteigend wie ein Pferd, sich wiitend ins Gezlium verbissen. 
Damals schlug Tambourmarsch den Sturm auf allen W egen, 
Und herrlichste Musik der Erde hieB uns Kugelregen. 
Dann, plotzlich, stand Leben stile. Wege fiihrten zwischen alten Bliumen. 
Gemlicher lockten. Es war siB, zu weilen und sich versliumen, 
Von Wirklichkeit den Leib so wie von staubiger Riistung zu entketten, 
Wolliistig sich in Daunen weicher Traumstunden einzubetten. 
Aber eines Morgens rollte durch Nebelluft das Echo von Signalen, 
Hart, scharf, wie Schwerthieb pfeifend. Es war wie wenn im Dunkel 
plotzlich Lichter aufstrahlen. 
Es war wie wenn durch Biwakfriihe TrompetenstoBe klirren, 
Die Schlafenden aufspringen und die Zelte abschlagen und die Pferde 
schirren. 
Ich war in Reihen eingeschient, die in den Morgen stieBen, Feuer iiber 
Helm und Biigel, 
Vorwlirts, in Blick und Blut die Schlacht, mit vorgehaltnem Ziigel. 
Vielleicht wiirden uns am Abend Siegesmlirsche umstreichen, 
・Vielleicht lligen wir irgendwo ausgestreckt unter Leichen. 
Aber vor dem Erraffen und vor dem Versinken. 
30) 
Wiirden unsre Augen sich an Welt und Sonne satt und gliihend trinken. 
この詩は従来しばしば，戦争の勃発を予言的に先取りした詩と解されてきたが，今日
ではもはやそう云う解釈に立つ批評家は影を秘めている。「遁走」のこれ迄の経過から
みても， この詩は， 古い世界を脱して新しい世界に向う一人の人間の， 精神的出発
を形象化したものと理解するのが，最も妥当な見方であろう。 K.L.シュナイダーが指
31) 
摘するように，最初の四行の， 「嘗て既にラッパの音が，私の焦る心を血なまぐさく
引き裂いたことがあった」や「当時，大鼓の行進が，あらゆる道で嵐を打ち鳴らして
32) 
いた」の表現で，シュクードラーの，シュテュルマ一時代の文学的門出が回顧され，
また「それから，突然，人生は静止した」や「塵にまみれた武具をはずすように，現
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実から身を引き／快楽を求めて，柔らかな夢の時間の羽毛にもぐりこむ…」の次の四
行で， 『序曲』時代の現実からの逃避が暗示されると云う風に， シュタードラーが自
身の詩的発展の跡を段階的に辿っているらしいことは，容易に推察される。そしてそ
れはこの詩の精神的出発の意味を一層強く示すと共に， また，一人の人間の内面的変
貌の後を詩的に形象化したものとも考えられるのである。そしてこのような序奏と間
奏曲の後に， 「ある朝，霧の中を，出発を告げる合図の慨が鳴り渡っていった」と云
う，力強い終楽章が響くのである。だから最後の四行は，戦いに出陣する以上は，死
もまた免れ難いと同じように，新生の意気に溢れて現実世界に足を踏承入れようとす
る遍歴の詩人にとっても，出発への意志が純粋で，厳しくあればある程，精神的な危
険と困難と死をも覚悟しなければならぬことを明示していると云えよう。
こうしてこの詩人＝旅人は，迷いと反省と自戒を繰り返しながら，新しい世界への
出発を準備し，その遍歴の第一歩を印すのである。
宿 駅
旅人は旅路の途中で幾つかの宿駅を通りすぎて行く。同じようにこの『出発」の詩
人も，遍歴の道すがら，数多くの宿駅を経ていくのである。それは先ず恋人との出会
い，即ち愛の体験と云う形をとって現れる。勿論この愛の体験は愛の喜びばかりで貫
かれてはいない。愛の苦痛や，歎きもあれば， また肉欲との闘いや罪の意識として体
33）
験される場合もある。「宿駅」の冒頭の詩「恋人の腰掛け」 (Lover'sSeat)は，愛の
成就とその背後に忍び寄る別離の予感を歌ったものである。標題のLover'sseatか
らも察せられるように，恐らくシュタードラーの英国留学中の体験を表わしたもので
あろう。恋人の腰掛けとは,詩の第一節の終りで表現されているように,海岸にそそり
立つ崖から,嘗て二人の恋人が身投げをした,その崖上の岩のことである。その崖の上
で今この詩人は，遠くに潮騒の音を聞きながら,接吻の合間に,恋人からこの悲しい伝
説を聞くのである。従ってその伝説の挿話は,同時に,既に愛の破局を予告するものに
外ならない。しかし,このようにそこはかとなき愛の苦痛を表わした詩とは逆に， 「夜
34)－，
の散策」 (GanginderNacht),F幸福」(Gliick)では，愛の幸福感が主題となって
いる。前者はそれを追憶の形で形象化し，後者はそれを愛の讃歌として表わしている。
特に「幸福」の詩では， 「私の仕合わせの声を聞いて，憧れの烏たちはことごとく飛
び去り」また「雲は， もはや誘惑の手を指し延べて，私を遠い岸辺に連れ去ろうとも
しない」の表現によって，愛の幸福のいかに大きいかを示している｡憧れの鳥と云い，
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雲と云い， これらは嘗てこの詩人の心を， しかと捉えて離さなかった表象である。そ
の世界も，愛の至福の前では無に等しい程， この体験は充実した内容をもっているの
である。だから詩人は，それをさらに次のような言葉で表わして， この詩を結んでい
る。
IndeineLiebebinichwieineinenManteleingeschlagen.
IchftihledeinesHerzensSchlag,derUbermeinemHerzenzuckt.
IchsteigeseligindieKammermeinesGliickesnieder,
Ganztiefinmir,sowieeinVogel,derinsfiaumigeGefieder
35）
ZusommerdunklemTraumdasK6pfchenniederduckt.
このような愛の幸福感は， とりもなおさず，生の喜びの表現に外ならず，別言すれば，
詩集『出発』を貫く，生と現実に対する強い肯定の表現でもある。
愛の体験はまたしばしば肉欲あるいは性愛の体験として，シュタードラーの詩の一
面を特色づけている。たとえば「早朝に」 (InderFruhe)の詩は，娼婦と同衾した
朝の別離の状景を肉欲の充足感と絡承合わせて表現し， 「この頃の夜に」 (Indiesen
Nachten)の詩では，肉欲の苦悩と肉欲の成就による愛の昇華がテーマになっている。
これらの詩で特に際立っているのは，愛の体験が，娼婦との性愛の体験であることと，
その描写に即物的表現の多いことで， これもシュタードラーの詩の一つの特色にあげ
られる。たとえば， 「早朝に」の詩で女が褥から出て着物を一つ一つ身につける描写，
Nunsehich,wiedurchSchleier,deineHand,wiesiemitleichtemGriH
dasweil3eHanddieBriisteniederstreicht.． ．
DieStrUmpfe…nundenRock…dasHaargera任t…schonbistdufremd,
fiirTagundWeltgeschmiickt.
ここにはエローティッシュな雰囲気がズバリと表現され， また，女と別れの接吻をし
た後の表現，
IchhOre,schonimBettewieder,wiedeinsachterSchrittimTreppenhaus
verklingt,
BinwiederimGeruchedeinesK6rperseingesperrt,derausdenKissen
36）
str6mendwarminmeineSinnedringt.
ここには性欲の充足感の直接的表現がゑられる。そのほか「この頃の夜に」の詩でも，
「この頃，来る夜も来る夜も，恋人よ，私の血は寒さに震えて，お前の肉体を求めて
いる」或いは「私はお前を私の褥に運びたい」など，極めて即物的な肉欲の表現が用
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いられている。しかし「この頃の夜に」の詩は「早朝に」の詩とは違って，肉欲の苦
悩と性愛の成就による生の昇華がテーマである。そしてそれは最後の二行で， 「私は
37）
この迷える激情をお前の大地に埋め，憧れの花を咲かせてお前の肉の上で蘇りたい」
と表わされている。
愛の体験に於けるこのような苦悩とその浄化は，さららに形を変えて， 「蹟罪」
(EntsUhnung)の詩では，罪の意識を通して宗教的な体験にまで高められ，また｢お
ん身の中に」 (InDir)では，一人の女性（恐らく娼婦であろう）の変容していく姿
(それはまたこの詩人の内面の投影でもあるが）を通して，それが形象化されている。
InDir
Duwolltestdirentfliehn,anFremdesdichfortschenken,
Vergangenheitausl6schen,neueStr6meindichlenken-
Undfandesttieferindichselbstzuriick.
BefleckungglittvondirundwardzuGlUck.
NunfiihlstduSchicksaldeinemHerzendienen,
38）
Ganznahbeidir,le endvonallentreuenSterneniiberschienen.
K.L.シュナイダーは,duをシュタードラー自身ととり，『序曲』の世界を離れて『出
39）
発』の世界に向う， この詩人の内面的転向の表現と解釈しているが，それはあくまで
も第二義的で， 「宿駅」の愛の体験を考えれば， このduは，過去の汚辱に承ちた生
活から身を洗い，新しい生活を求めようと闘う一人の娼婦と解した方が， より適切と
思われる。内面的生活にひたることによって，過去の汚辱は浄化され，今やこの娼婦
は，新しい運命が自分に開かれるのを感ずるのである。
このようにして，詩人の愛の体験は次々に展開されていく。これもまた， この詩集
が遍歴の体験を構成要素にしている一つの証左であろう。特にこの「宿駅」では，愛
の体験は，歓喜や苦悩や罪の意識を通してしばしば，生命の昇華と云う精神的な意味
を獲得し，それによって，遍歴の現実体験の意義を一層強めているのである。
鏡
旅人の形姿は，第三部の「鏡」で，最も鮮かに浮き彫りされる。それは，ある時は
旅人の内なる鏡に映ずる内面の像として， またある時は旅人の目に捉えられた現実世
界の諸種の像として現わされる。
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旅人の内面の映像がしばしば，旅人の心に去来する迷いと克己への意志を具象化し
たものであることは， これまで第一部，第二部の例でも既に見てきた通りである。
｢鏡」の冒頭の詩「逃亡者」 (DerFliichtling)は，そのような意味での，旅人の心
の迷いを反映した詩と解されよう。
DasichmeinLeibinjenerGartenZaubergrundverirrte,
WoblauerSchierlingzwischenStaudendunklerTollkirschbliitenstand,
Washilftes,daBeinspaterTagesscheindenKnauelbunterFiebertraume
mirentwirrte,
UnddurchdasFrOstelngrauerMorgendammerungensichmeinFuBden
40）
Auswegfand？
青い毒人参が，暗いペラドンナの茂承の間に生えている魔法の土地とは，云うまでも
なく，感覚を溥びれさすような夢の世界の形象である。この夢の世界が余りに妖しく，
また甘美なために，午後の陽光も朝の冷気も， 「私｣をこの迷夢から醒ますことができ
ないのである。そして現実世界から離れて， こう云う夢の世界にいつまでもひきずら
れていることこそ， まさしく逃亡者と呼ばれる所似に外ならない。
このような迷いを一つの試練として，迷いの克服に大きな意味をもたせたのが，
｢グラール城の前のパルツィファル」 (ParzivalvorderGralsburg)である。この
詩でパルツィファルに向けられた， 「町が，人間が，海が，お前を待っている。行け
／そして汝の神に膝まづけ……」や「立て，行け，彼方の世界に／生きよ，仕えよ，
41）
耐え忍べ.'」或いはまた「試練をうけぬものには，神は沈黙する」の言葉は，現実世
界に向けて出発し，今遍歴の途上にある， この『出発』の詩人にもそのままピッタリ
当てはまる言葉であろう。つまりパルツィファルの像は， ここでは精神的にシュター
ドラーと一つに結ばれるのである。
心の迷いからの目覚めは， 「解放」 (DieBefreiung)の詩で，再び宗教的な意味を
獲得する。神の恩寵によって目隠しをはずされた「私」は，恩寵の奇蹟が，秋の絞り
立ての葡萄酒のように， こんこんと湧き出て心に溢れるのを感じ，その再生した目で
世界を見ると，すべての物は新しく，そしてすべてのものの中に神が宿るのを知るの
である。こうして「私」に，いま愛の心が芽ばえる。
MiraberbrachdieLiebealleTiirenauf,dieHochmutmirgesperrt:
InNotGescharte,Bettler,Saufer,DirnenundVerbannte
WurdenmeinliebGeschwister.MeineDemutknietevordemLicht,das
1帥
ferninihrenAugenbrannte,
愛の心は， このように，困窮者，乞食，飲んだくれ，娼婦，流調者に向かって開かれ，
彼らを友とし，謙虚に彼らの苦悩を知ることによって， さらに高められ，純化される。
UudihrerauhenStimmenschlossensichzumhimmlischenKonzert.
IchselbstwardunkelihremLeidundihrerLustvermengt-WelleimChor
AurahrenderChorale.MeineSeelewardiekleineGlocke,dieimDorf-
kirchhimmelderGebetehieng
UndseliglautendindemijberschwangderStimmensichverlor
42）
UndausgeschiittetindemTausendfachenuntergieng.
このように，愛の心で耳を傾ければ，彼らのがさつな声も天上の協奏曲として聞こえ，
その押し寄せる合唱の波に，小さな鐘にも似た「私」の心は埋もれてしまう。しかし
その声の波に呑まれながらも,心の鐘は,そのとき聖なる音を響かせるのである。この
ように,天上の協奏曲,教会の鐘，さらには神の恩寵の語を見るまでもなく， この詩に
は，愛によって新しい生に目を開かれた一人の人間の変容の姿が，宗教的な響を伴っ
て映し出されている。この内面的変容の主題は，勿論この詩の承に限らない。既に見
てきたように，それは第一部の「変容」と題する詩のみならず，過去からの脱皮と新
しい生への転向を主要なテーマにする「遁走」の到る処に承られた特色であった。た
だこの「解放」の詩では，その変容の際の心の方向が， 「形式は歓楽だ」の最終三行
で既に示されているあの方向，即ち貧しき人々への愛と，そのような現実への尽きる
ことのない自己投与であることが，重要な意味をもつ。こうして遍歴の旅人は， 自ら
を社会の実相を映す鏡に仕立てて，進んで現実社会に足を踏み入れようとするのであ
る。そして同時にこの旅人の形姿には， 19世紀的な色合いは拭消され，まさに20世紀
の姿が鮮明にクローズアップされてくるのである。こうして生まれたのが，娼婦の朝
帰りの姿をブリュッセルの北駅で捉えた「帰宅」 (Heimkehr),ブリュッセル近郊イ
クルの精神病院の狂人を扱った「精神病院」 (Irrenhaus),或いはロンドンの貧民街
に足を入れて得た「ロンドンのユダヤ人地区」 (JudenviertelinLondon),「ロンド
ンのある貧しい食堂の前に並ぶ子供たち」 (KindervoreinemLondonerArmen-
speisehaus)などの詩である。標題だけを見ても既に分るように，あの『序曲』の時
代の美的情緒を与える主題とは何と云う相違であろうか。この素材の変化につれて，
表現方法にも自ら変化が生じる。それは， 自らを社会の「鏡」とした， この第三部の
標題によっても分るように，対象をあるがま上に捉えようとする，写実的な，対象に
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即した手法である。たとえば「帰宅」の次の詩行に承られる描写，
TaglaBtdiescharfenMorgenwindelos・AuffrOstelndraHen
SieihreR6ckeenger.R genfalltinFaden，KaltesgrauesLicht
Entbl6BtdenTrugderNacht・GeschminkteWangenklaffen
WiegiftigeWundeniibereingesunkenemGesicht.
KeinWort・DieMaskenbrechen.LustundGiersindtot・Nunschleppen
SieihrenLeibwieeineekleLastinarmeSchenken
UndkauernregungslosimKaffeedunst,deriiberKellertreppen
43）
Aufsteigt-wieGeister,diedasTaglichtangefallen-aufdenBanken.
或いはまた「ロンドンのユダヤ人地区」の二節，三節の描写，
GestankvonfaulemFleischundFischenklebtanWanden.
SiiBlicherBrodemtranktdieLuft,dieleisenachtet.
EinaltesWeibscharrtAbfalleinmitgierigenHanden,
EinblinderBettlerplarrteinLied,daskeinerachtet.
MansitztvorTiiren,drUcktsichumdieKarren.
ZerlumpteKinderkreischeniiberdiirftigemSpiele.
EinGrammophonquaktauf,zerbrochneWeiberstimmenknarren,
44）
UndfernerdrOhntdieStadtimDonnerderAutomobile.
また「ロンドンの…子供たち」の第一節の描写，
IchsahKinderinlangemZug,paarweisgeordnet,voreinemArmenspei-
sehausstehen.
Siewarteten,wortkargundmiide,bisdieRe heansiekame,zur
Abendmahlzeitzugehen.
Siewarenverdrecktundzerlumptundzerlumptunddrticktensichandie
Hauserwande.
45）
KleineMadchenpreBtenumblasseSauglingedieversagendenHande.
これらの表現を見ていると，題名を伏せられても,われわれはそこに何が描かれ,詩人
の目が何を見ているかを知ることができる。落ち窪んだ顔に，毒をもった傷がその傷
口をあけているような，厚化粧をした娼婦のしわの入った頬，いやらしい重荷のよう
に， 自分の体を安っぽい居酒屋に引き摺っていく娼婦の姿，或いは，腐った肉や魚の
．
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悪臭が壁にへばりつき，めくらの乞食が歌を放吟し，ぼろをまとった子供たちがつま
らぬ遊びに金切り声を張りあげて騒ぎ，蓄音機がガーガーがなり立てているユダヤ人
地区の寸景，或いはまた，汚ならしいぼろの服を着て，疫れた顔をして食堂に列を作
るロンドンの裏町の子供たち， これらのどの表現を見ても，およそ美的な表現とはほ
ど遠い。またこれらのどの対象をとってみても，美的情緒を誘うものは見出されない。
美や詩的情趣を専ら追い求めていたあの『序曲』の世界とは何と云う隔たりであろう
か。しかもこの変化は，一人シュタードラーのみに限らなかった。ニュアンスの相違
こそあれ， 初期の詩集から「新詩集」「マルテの手記」に移行するリルケにも見られ
るし， またハイムやトラークルにも見られる。つまり歴史的には，唯美主義からの離
反と云うあの現象の一つの現れに外ならない。唯美主義に背を向けた芸術は， こうし
て一挙に，現実の，実在の世界にその向きを転じ，その一つの方向として，従来，政
治的，社会的な意味以外では，殆どとりあげることもなかった現実社会の恥部に，進
んで目を向け，美とは全く無縁の事物にも数之の照明を与えることになったのである。
それは恐らく，そのような現実を抜きにしては，社会も，時代も，人間も， また芸術
そのものも考えることができなくなった，ある歴史的現実によるものであろう。
とは云え，各詩人の捉え方には，当然のことながらそれぞれに差異がある。たとえ
ば｢新詩集｣や「マルテの手記｣でリルケがとった方法は，「恐るべきもの，一見嫌わ
しいものの中にすら， 他のあらゆる存在者と共通の存在価値をもつ， 存在者 (das
46）
Seiende)を見る」あの即物的表現であった。こうしてリルケは「屍体公示場」や癩
病にかかった「乞食たち」ほか，パリの貧民街を扱った一連の詩を書き残した。また
ハイムも同様に， しばしば大都会，特にベルリンを詩の素材に選び，わけても好んで，
貧乏人や病人や乞食を描き， また亡霊が俳個する病院や，貧民窟や，下町の路次の汚
稔を描写したが，その表現のテクニックは，シュタードラー自身の言葉を借りれば，
47）
「しばしば，グロテスクな要素をふんだんにとりいれた自然主義の印象を与え」るも
ので， またそれ故に一切の形象が， しばしばデモーニッシュな幻影として表現される，
あの一種独特の表現方法でもあった。このほか「屍体公示場」に於けるペンの， 「無
気味なほど鋭い即物性｣，外科手術医の記録のように，あらゆる感傷を抜きにして，
48）
「ただ事実だけを並べていくかに見える…無関心とも思える即物性」も， ここに加え
ることができよう。
ところでこれらの詩人と比べてゑて，確かにシュタードラーにも，冷厳な写実，厳
しい即物性が承られる。そしてそれは上記三人の詩人のそれらと相触れ合う面もある。
103
しかしもともとそれは， リルケのように， どんな物にも他のあらゆる存在者と共通の
存在価値を有する，あの存在者を見る目とも，ハイムのように， グロテスクな，死を
予感させるような幻視者的な目とも， またベンのあの冷静な臨床医的な目とも異る，
別の目から発する即物性であった。われわれはここで，今一度，第三部の標題「鏡」
を思い起す必要があろう。シュタードラーのあの写実に徹した目は， まさしくこの鏡
のような目であり，今日的な表現をすれば， カメラのレンズにも似たあの目である。
そしてこのような目こそ，外ならぬ旅人のあの傍観者的な態度を特色づける目である
ことを，われわれはあらためて知る必要があろう。勿論，旅人の傍観者的な目とは云
うものの，そこには， 「どんなつまらぬものにも関与し……この大きな存在に身を委
ね｣， 「無限に自己を与えることによって，充実した生命の流れにひた」ろうとする意
志もある。しかしその意志も対象や存在者をぎりぎりの所まで追い求めていこうとす
る厳しい意志ではなく，社会から見棄てられた人々の声に「天上の協奏曲」を聞き，
その「溢れんばかりの声の波に，歓喜に溢れて…埋没し」ようとする類の，厳しさに
欠けた， しかしそれだけに善意に溢れた，楽天的とも云える意志である。ここに旅人
の傍観者的な目の特質があるとみてよい。だから「ロンドンの……貧しい子供たち」
の最後の節で，
Siewarteten:gleichwarendieandernfertig,dannwUrdemansieinden
groBenSaaltretenlassen,
IhnenBrotundGemUsevorsetzenunddieAbendsuppeindenblechernen
Tassen.
Oh,unddannwtirdeMiidigkeitkommenundihreverkrUmmtenGlieder
aufschniiren,
UndNachtundguterSchlafsiezuSchaukelpferdenundZinnsoldatenund
49）
inwundersamePuppenstubenfiihren.
と， この旅人は空腹に疲れた子供達にそっといたわりの気持を寄せ， また｢精神病院」
の詩の最後でも，
SielachelnstillundfreundlichsowieKindertun.
50）
IndenentrijcktenAugen,dienichtsKOrperlicheshalten,weiltdasGlUck.
と云う風に，狂人たちの夢見るような目に， この旅人は仕合わせが宿るのを見るので
ある。すべての人間が求めている仕合わせが狂人の目の中にあるとは，何と云う逆説
であろう。しかしこの逆説もまた，定住するもの(ここでは人間的苦悩を知らぬ狂人）
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へのほのかな羨望と云う，旅人に特有のあの精神状態の一つと云うことができるであ
ろう。
51）
こうして遍歴の旅人は，勤め人の退け時を見て「夕べの終り」 (Abendschlu6)を
書き， また表現方法はやや異るが，旅人にとって最も象徴的な意味をもつ「停車場」
52）
(BahnhOfe)の詩を書き，なかんずく，自ら夜汽車に乗ってばく進する，あの余りに
も有名な｢夜にケルンのライン鉄橋をわたる｣(FahrtiiberdieK61nerRheinbrUcke
beiNacht)の詩を生み出すのである。
FahrtiiberdieK61nerRheinbrtickebeiNacht
DerSchnellzugtastetsichundst6BtdieDunkelheitentlang.
KeinSternwillvor・DieganzeWeltistnureinenger,nachtumschienter
Minengang,
DareinzuweilenF6rderstellenblauenLichtesjaheHorizontereiBe :
Feuerkreis
VonKugellampen,Dachern,Schloten,dampfend,strOmend.. ursekun-
denweis..
Undwiederallesschwarz.Al fUhrenwirinsEingeweidderNachtzur
Schicht.
NuntaumelnLichterher.. verirrt,t ostlosvereinsamt.、mehr..und
sammelnsich..undwerdendicht.
GerippegrauerHauserfrontenliegenbloB,imZwi lichtbleichend,tot-
etwasmuSkommen..o,ichfiihlesschwer
ImHirn・EineBeklemmungsingtimBlut・Danndr6hntderBodenplOtzlich
wieemMeer:
Wirfliegen,aufgehoben,kOniglichdurchnachtentrissneLuft,hochiibern
Strom.OBiegungderMillionenLichter,stummeWacht,
VorderenblitzenderParadeschwerdieWasserabwartsrollen・Endloses
Spalier,zumGruBgestelltbeiNacht!
WieFackelnstiirmend!Freudiges!SalutvonSchiffenUberblauerSee!
BestirntesFest!
Wimmelnd,mithellenAugenhingedrangt!Biswod eStadtmi letzten
HausernihrenGastentlaBt.
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UnddanndielangenEinsamkeiten・NackteUfer.Stille.Nacht・Besinnung.
Einkehr・Kommunion・UndGlutundDrang
ZumLetzten,Segnenden・ZumZeugungsfest.ZurWollust・ZumGebet.
53）
ZumMeer.ZumUntergang.
ここには， 20世紀の機械文明に生きる旅人の，強烈なBildがある。夜の闇の中を手
探るようにばく進する列車は， とりもなおさず旅人のichそのものに外ならず，その
旅人のカメラのような目は，沿道の夜景を一つ一つフィルムに収めていく。たとえば
丸い電光や屋根や，煙突から発する火陥の輪が煙り流れる様，ゆらめく光，或いは家
食の正面の構え等（最初の8行の前半まで)， そして列車は，轟音と共に鉄橋にさし
かかり， カメラは川面に，船に，沿岸に繰り広げられる光の乱舞，パレードを捉えて
いく（8行の後半から12行まで)。そして鉄橋を渡った後の突然の空虚。特にこの最後
の2行では，動詞は一つも用いられず，殆ど名詞あるいは名詞句だけを，ただ断片的
に並べているだけである。それは恰も長途の旅をした後の，旅人の疲労困懲の足取り
を，或いはまた息も絶えなんとする呼吸の乱れを思い起させる。恐らくこの詩人は，
ここで旅をする者の窮極の姿を内省的に， また暗示的に示したのではないだろうか。
旅行く者の姿を， このように動的に，強烈に形象化した後で，第三部「鏡」の最後
を締め括るのは，再び旅を連想させ， また同時に，人生航路の舞台を象徴する「海」
(Meer)の詩である。
IchmuBtegleichzumStrand.InmeinemBlutescholl
SchonMeer.OschondenganzenTag.U djetztdieFahrtimgelbum-
54）
wittertenVorfriihlingsabend...
この書きだしで始まる「海」の詩は，英国留学に関連してこの詩人が幾度か渡ったド
ーヴァー海峡，英国の海岸，船上で受けとった父親の計報など，幾多の思い出を織り
まぜながら，海が内蔵する様々の形象を呼び出している。たとえばそれは， 「潮と快
楽を浜辺に打ち寄せる音楽｣， 「漂流する幸福｣， 「オルガンの歌｣， 「花嫁の合唱」であ
り，また「慰めるもの｣， 「憧れを生糸出すもの｣， 「ひれ伏すもの｣， 「深くまどろむも
の｣， 「嵐｣， 「叫び｣， 「戦闘のための引き裂くような角笛の合図｣，さらにはまた「人
を体らげるもの」｢おごそかに動くもの，むきだしのもの，永遠なるもの」などである。
海に与えたこれらの形象を並べて承ると，時にはそこに互いに矛盾し合う形象もみら
れる。しかしその矛盾し合う多様な面こそ， まさに海がもつ独自の壁であり，底知れ
ぬ顔に外ならない。それ故にこそ， この人間に似て， しかも人間より遥かに雄大な測
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り知れぬ海に向って， この旅人は次のように述べて， この詩を結ぶのである。
....DuhaltstdieHut
55）
UbermeinLeben,dasimSchachtedeinesMutterschoBeseingebettetruht.
海の母胎に安らぎ，海に庇護された私の生， ここにも，旅人の航海途上のある形姿を，
われわれは思い浮べることができるのではないか。
息体
第四部の「休息」では，旅人の帰郷と休息が形象化されている。旅人は故郷に帰り，
旅に疲れた心を，故郷の自然，風物によって和らげようとする。 「休息」の最初の詩
「ここに憩いの場所がある」(HieristEinkehr)は，このような第四部の主題を最
もよく表した詩と云えよう。
HieristEinkehr・HieristStille,denTagenundNachtenzulauschen,
dieaufstehenundversinken.
HierbeginnendieHugel・Hierhebtsich,ieferlandwarts,Gebirge,
KiefernwalderunddurchrauschteTaler.
HiergieBtsichWiesengrundinsFreie,Bachespiegelngesanftigtreine
Wolken.
HieristEbene,breitschultrig,heftigblUhend,Acker,streifenweisgeordnet,
56）
Braunschollig,grim,goldgelbvonKorn,dasinderJulisonnereift.
「ここに憩いの場所がある。ここに，起き上ってはまた沈んでいく昼と夜に，そっと
耳を傾けるだけの静けさがある｡｣こう云う感懐に始まる最初の数行には，恰も旅人が
帰郷して，故里の丘，山並承，赤松の森，せせらぐ谷，牧草地，畑の一つ一つに，懐
旧の情を注いで愛撫し，魂の安らぎをかみしめている姿が感じられるようだ。こうし
てこの帰郷者は7月の故里の朝から夜までの変化を辿り，最後を次のような感懐で結
んでいる。
UndvieleTagundNachtewerdeninderBlaueauf-undniedersteigen,
EintOnig,t efgesattigt,wunschlosindergroBenSommerseligkeit-
SietragenaufdenschwerensonngebrauntenSchulternSanftigungund
57）
Gliick.
夏の至福をうけて充ち足りた昼と夜が，その重い日焼けした肩に，和らぎと幸福を背
負っていると云うこの比職には，長い旅の後の帰郷者の，安らぎと幸福感をそのまま
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見る思いがする。 K.L・シュナイダーの註解によると，この詩はケープヴァイラー
58）
(Gebweiler)を素材にしたものと云われる。この地は現在フランス領に編入されて
いるが， フライブルク西方の国境近くにあって， 云わゆるエルザス内の一郭を占め
ている。この詩に限らず， 「休息」に収められた詩には， シュタードラーの故郷エル
ザスの美しい景色，風物が， しばしば詩の題材に選ばれている。たとえば「夕暮れ
59） 60）
の河」 (FluBimAbend),「小さな町」 (KleineStadt)'「葡萄摘み」 (Weinlese)
など， しかもこれらの詩のいずれにも，憩いの場としての故郷に休らぐ帰郷者の，深
い安息と幸福感がにじみ出ているのである。特に，雷雨の後のライン河畔を叙した
｢夕暮れの河」の最終行で， 「私の深い幸福が緑の岸辺を抜けて，燃える雷雨の夕べの
61）
中を走っていくようだ」と表わした言葉には，それが最も端的に示されていると云え
よう。しかしまた「葡萄摘み」で，葡萄の取り入れに従事する人々の健康な喜びや，
｢小さな町」で，工場労働者の目に漂う力強い大地の匂いを描写した個所にも，われ
われは，働くものの喜びに素直に同化し， 自然と人間の調和のとれた営承に平和を感
じる，一人の詩人の姿を思い浮べることができるのである。
故郷に於ける安息と幸福感は， また故郷の歴史や芸術品への愛の表現にもなる。そ
の一つは， エクレシア(Ecclesia)とシナゴーケ(Synagoge)の二つの立像を扱っ
た「神の恩寵がサビナと共にいますように。サビナの手にて堅き石より彫られたる我，
今ここに彫像として立つ」 (GratiadvinaepietatisadestoSavinaedepetradura
62）
perquamsumfactafigra)で，他の一つは「ヘルラート」(Herrad)である。ここ
ではこの項の締め括りとして「ヘルラート」について触れてみたい。
Herrad
WeltreichtenurvomkleinenGarten,drindi Dahlienbliihten,biszur
Zelle
UnddurchdieGangenachdemHofundfrUhundAbendszurKapelle.
AberuntermirwarEbene,insGriinversenkt,mitvielenKirchenund
weiBbliihendenObstbaumen,
HingedrangtenD6rfern,weitinsLandgerUckt,bisUbernRhein,wowieder
blaueBergesieumsaumen.
AnganzstillenNachmittagenmeintemandieStimmenvondenStraBen
heraufwehenzuh6ren,undAbendskamGelaute,
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DashochdenblauziehendenRauchderKamineUberflogundmichin
meinemNachsinnenerfreute.
WenndanndieNachtherabsankundiibermeinemFensterdieSterne
erglommen,
WareinefremdeWeltausBiichernaufmichhergesenktundhatmich
hingenommen,
IchlasvonTorheitdieserWelt,Bedrangnis,SptiBen,TrugundLeiden,
FrommeHeiligengeschichten, grausenvoll und lieblich, unddie alte
WeisheitderHeiden.
SinnenundSuchenvielerMenschenseelenwarvormeineAugenhingestellt,
UndWunderderSch6pfungundLeben, dasichliebte,unddieHerrlich-
keitderWelt.
UndichbeschloB,alldasKrause,dasichseitsovielJahren
AusBiichernundWaldundMenschenherzenundeinsamenStunden
erfahren,
AllesGute,dasichindiesemErdenlebenempfangen,
TreuundktinstlichinBildundSchriftzubewahrenundeinzufangen.
Spater,wenndieAugenschwacherwiirden, indenaltenTagen,
WiirdichinmeinerZellesitzenundiibersEIsaBhinblickenundmein
Buchaufschlagen,
UndmeinerSeelesprangenwieamHeiligenquell imWalddenBlinden
Wunderbronnen,
63）
UndstillergiengichmichundlachelndindemGartenmeinerWonnen.
ヘルラートとは,K.L.シュナイダーの註解によると,1195年に死んだホーエンブルク
の尼僧院長，ヘルラート ・フォン・ランツベルクのことらしい。ヘルラートは，僧職
に従事するかたわら，羊皮紙にラテン語で「歓喜の園」 (Hortusdeliciarum)と題
する324頁に及ぶ書を著わし，ここに宗教・教育上の見解や，宗教的な詩，聖書の抜
64）
粋， 自然についての感想などを書き記したと伝えられる。
詩は先ず世の中のことが，ダリヤの花咲く小さな庭からしか届いてこない，ヘルラ
ートの僧房の描写から始まり，続いてそこから見下ろせるライン河沿岸の風景，下の
町から流れてくる昼や夜の音についての描写が展開される。第一節がこのように朝か
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ら夕方までの僧房について述べているとすれば，第二節は夜の僧房についての記述で
ある。ヘルラートは読書によって未知の世界にひたり， またこの世の愚かさ，困窮，
譜籠，偽購，苦悩，或いはまた聖書物語や異教の昔の教訓を知ったりする。そして読
書から知り得た多くの人々の沈思，追求の姿や，被造物や生命の奇蹟，世界の栄耀を
思い浮べたりもする。第三節は， このような結果，ヘルラートの心にも，書物，森，
人の心，孤独な時間から経験した複雑な事柄や， この地上の生活でうけた善なる事を，
忠実に，そして巧みに，絵や文字で書き記そうとする決意の起ることが記される。そ
れと云うのもこのような記録を残せば，年老いた後も再びこの記録のページを繰って，
ヘルラートはこの「歓喜の園」に喜びと楽しみを得ることができると期待するからで
ある。以上のようにこの詩の対象になっているのは， まさしく尼僧院長のヘルラート
である。しかしまた他方このヘルラートにも，先に「パルツィファル」でみてきたよ
うな， この詩人の内面の映像をわれわれは見ることができるのではないだろうか。第
三部の「鏡」には「パルツィファル」のほかに，戦いに明けくれ肉欲の生活に耽った
後，最後にシュヴァルツヴアルトの仮屋で，静かに生涯の伝記を書き綴るジンプリチ
シムスを扱った， 「ジンプリツィウスがシュヴァルツヴアルトで隠者になり自伝を書
く」 (SimpliciuswirdEinsiedlerimSchwarzwaldundschreibtseineLebens-
65）
geschichte)の詩も収められている。 このジンプリチシムスの波潤に富んだ， しか
しそれだけにまた存分に生き抜いた前半生は，われわれに「出発」の詩の後半に述べ
られた戦士の運命と，なかんずく「遁走」から「宿駅」を経て「鏡」に移行する， こ
の詩集の旅人の形姿を想い起させるが，他方そのジンプリチシムスが，晩年にはシュ
ヴァルツヴアルトに引きこもり，樅の木に囲まれた閑寂の境で， もはや何物にも動か
されず，静かに自伝を書き続ける姿には，経過こそ違え，読書と思索と経験から「歓
喜の園」を書き綴る尼僧院長へルラートを妨佛とさせるものがあるように思えるので
ある。しかも同時にそれは故郷の山河に憩いの場を見出した遍歴の旅人の窮極の姿を
示すものとも， また『出発」の詩人と云われるシュタードラー自身の晩年の見取図を
暗示したものとも思えるのである。こうして「遁走」に始まるこの詩集は，幾多の現
実体験を経て最後に「休息」でその遍歴の幕を閉じる。
さて， これまで『出発』の各詩群の意味と連関を詩人＝旅人の内的構造からゑてき
たが，最後にこれがシュタードラーの世界感情とどのような関連をもつかについて，
簡単に触れてゑたい。
当時，いわゆる表現主義の初期とよばれる時代の杼情詩の一つの特色に，旧時代の
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崩壊と来たるべき大戦の破局を予告する，暗い，陰惨な，ペシミスティッシュな世界
感情の表白があった。たとえば， この時代に好んで用いられたモチーフに，没落，廃
嘘,死,絶望など，一時代の終焉，行き場のない袋小路の状態を表わすものが多かった
こと，或いは大都会の裏町，戦争が，好んで詩のテーマにとりあげられたことなど，
いずれもこの時代に脹る上述の世界感情の一端を示すものと云えよう。これに反して
シュタードラーの詩には，没落，死，絶望を告げるモチーフは絶無に等しいと云って
よい。確かにシュタードラーの詩にも終りを告げる詩が幾つかゑられる。しかしその
終りの意識は，既にゑてきたように，一時代の終焉をペシミスティッシュに捉えると
云うよりは， 自己の詩的発展の過程での，過去に対する訣別により多くアクセントが
移されているのである。シュタードラーの場合，終りは即ち出発を意味し，その出発
により，新しい詩的世界の創造と，新しい人間・世界観の形成が同時に意図されたの
である。シュタードラーの詩に承られる宗教的，倫理的特性も， もちろんこのような
人間観と係わりをもつが，なかんずく社会から疎外された人々との愛の結びつき，労
働する人々に寄せる労働の讃歌には，他の詩人に承られぬ新しい人間・世界観の樹立
が表現されている。ただここで注意しなければならないのは， シュタードラーの場合
にはプロレタリア文学にしばしば承られる，あのスローガン的或いは政治的な意味で
の人間観，社会意識は全くなく， より精神的に， より市民的感覚でこの問題が捉えら
れていることである。詩集『出発』に自己の精神的出発を基調にした理想主義的な面
がにじゑ出ているとすれば，恐らくそれはこの市民的感覚から発するものであろう。
かくしてシュタードラーの文学的『出発』は，旅人の門出から帰郷と云う大きな人生
航路を辿りながら，同時に新しい人間観，世界感情を打ち出していくのである。ここ
にこの詩集の内的構造である詩人＝旅人の本来の意味があると云えよう。
おわ り に
以上， この小論は詩集『出発」の構成と中心詩想を，主として詩人＝旅人の観点か
らみてきた。それに焦点を合わせたために， この詩人にとって重要な幾つかの詩も対
象の外に置かれ， また表現上の特色についても殆ど触れる余地がなく，なかんずく表
現主義との関連を全く除外したことは， この小論が負わねばならぬ最大の責任であろ
う。しかし既に最初に述べたように， 「表現主義」の問題はシュタードラーに関して
だけでも，種々の見方があり，筆者自身まだそれに対する確たる定見をもちあわせて
いないので， これについて触れ得なかったこともまたやむを得ない。代りにここでは
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『出発』に対しては， こう云う見方も成り立つと云う一つの解釈を示してゑた。
（1963年8月4日記）
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Über die innere Struktur der Aufbruch-Dichtung E. Stadlers 
Hiro Kamimura 
In der vorliegenden Arbeit habe ich den Versuch unternommen, die 
Aufbruch-Dichtung Stadlers aus der inneren Struktur zu deuten. Bisher 
hat man die Meinung vertreten, daß in dieser Gedichtsammlung das 
Aufbau- und Einteilungsprinzip nicht ohne weiteres erkennbar und der 
Zusammenhang zwischen den Teiltiteln und den Gedichten nicht so eng sei. 
Daraus kommen vielleicht die Auffassung, daß „ Der Aufbruch" ,, ein 
Tagebuch in Versen" ist, daß Stadlers Gedicht „essayistisch" ist. Wenn 
man aber diese Gedichtsammlung von einem ganz anderen Gesichtspunkt 
aus betrachtet, kann man darin ein die ganze Sammlung zusammenfassendes 
Bild finden. Welches Einheitsbild denn? Das ist ein Wanderer-Bild. 
Dieses Wanderer-Bild hängt mit dem inneren Leben des Dichters selbst eng 
zusammen und spielt in ihm sozusagen die Rolle eines Negativs. Dies läßt 
sich z. B. daraus erkennen, daß Stadler die bildhaften Ausdrücke, die 
unmittelbar auf Wanderschaft deuten, bevorzugt und daß er zwei Eisenbahn-
motive in seine Dichtung einführt. Die für ihn kennzeichnende Seelenhaltung, 
die zentripetale und zentrifugale, könnte man auch ohne Zwang mit der eines 
Wanderers verbinden. 
habe ich die innere 
Aus dieser inneren Verbindung Dichter=Wanderer 
Struktur der Aufbruch-Dichtung herausgelesen. 
Außerdem sind die Gruppentitel eigentlich nicht zufällig und willkürlich 
gegeben und angeordnet. Daher ist jede Gedichtgruppe vielleicht so zu 
verstehen; in der ersten, wendet sich Stadler als Wanderer vom vergangenen, 
verirrten Leben zum neuen, wesentlichen und bereitet sich den geistigen 
Aufbruch vor, dann, in der zweiten, hält sich er eine Weile in Liebesstationen 
auf und erlebt dort die Liebe als Erinnerung, Schmerz, Sünde und Glück, 
dann, in der dritten, steht sein Wandererbild als Spiegel dem inneren Ich 
und der realen Welt gegenüber und in der letzten findet er in seiner Heimat 
Rast und Einkehr. Und aus dieser inneren Struktur läßt sich auch das 
Lebens- und Weltgefühl des Dichters erklären, nämlich, daß er sich dem 
Dasein hingibt, die Verfemten liebt, die Freude des Arbeiters mitfühlt, 
seine Heimat rühmt und auf den bürgerlichen Idealismus hinstrebt. 
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